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Abstract : Åか即ｃ�μｓみ『icola (Matsumura) is a pest of Castanea crenata√this speci叩have

both alatae morphs (brachypterous and macropterous). Seasonal changes･in the number, and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　/effects of larval density on body length, dispersa卜rate, longevity under :stavation condition,

occurence of flight muscale autolysis and fecundity in both alatae (jl M.ｆｅｕｒi･colawere invりstigated

in the field (warmer region of Japan) and in the laboratory from 1995 tｏ:2000√Large nuかbers

ｏｆ‥Ｍ　.ｋｕｒｉｃｏｌａwerefound on Ｃ. crenata from spring tｏ辱知mun,it seems that the adultsヶfly from

tree to tree and they produce some larvae in this season. The size ofboth alatae decreased at the

higher densities. The adults emerging from low density were ｍ皿ｅ!ikely to deposit !arvae, b皿

there was a greater tendency for adults t０ leave t恥 population when the c!ensity is high√No

significant difference was found between longevity under‘ stavation condition of the adults and

larval density. The macropterous alatae emerging retained：flight muscle irrespective of

density,aりd flight muscle autolysis did not occur犬until their death. Theb皿chypterousﾄａ!atae

lack flight muscle. The adults deposit some larvae until one or two days after emergence, large

numbers of larvae produced by ａ adult recognized duriねg from twoμ)tｅr! days after emergence･

Total number of laｔｖae deposited by a adult was reduced at th6ﾄhigher densities, but no signifi-

ｃ耳皿･difference. A behavior sequence of the macropterous alatae after emergence was divided

into two pheses (tenera! period, flighいlarviposition perね)d)･. There i4 no diffrence in dispersal･

and fecundity between the offsprir!g of both a!atae.　　　/　　几　し　　十　　　十　　レ。

＼　＞　　　　　犬　　　ニ＼　＼緒　　言………………………………

　クリヤダラアブラムシMyzoc�臨島�奴海(MatヽSUMURÅ)つは√栽培クリCastanea crenataの

新芽や葉に発生して生育ﾉ阻害や落葉を早める害虫分あるト(猪崎1)，河田2))．本種成虫の短型にうい

てくは，有短型と退化短型が知られている(柴田リ))ﾄが,い異なる幼虫密度の飼育結果によりレ低密

度では短短型成虫が出現し√高密度では長辺型成虫が多く出現するこことが明らかになづた△(野里り)．

日本産アブラムシ類で短短型が出現することが知られているのは本種だけで√日本産アブラyムシ類

の辺型の類別では第２型に属ずる(野里5)).このような短短型が出現するj日本産めアブラムシに



　12　　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第50巻(2001年):農学ﾄ編　　　ヽ上　　　　ニ

ついての移動分散や産子数についてはこれまで調べられていない√日本産アブラみシ類の効型の第

1j型に属し低密度.の時にも,有効型成虫が出現するサルスベサマダラアブラムシ泌ｒ必�Us

kahaω�卯ん�ani (Kirkaldy)つでば,……飛翔筋を保有‥しでいるにもかかわらず低密度で出現した成

虫は移動することなく産子を続けるノ(野里6)).また第４型に属=し低密度の時は無知型成虫だけが

出現するワタアブラムシＡｐｈｉｓ ｇｏｓり'piiGloverでは，低密度で出現する無効型成虫は移動せず=

繁殖に集中する(野里7)).本種の短効型成虫が低密度時にどのような行動をするのか明らかにする＼

必要がある．また高密度で出現する成虫の行動についでは,しサルスベリマダラアブラムシでは密度

が高くなるほど移動する個体が多くなり(野里6))レワタアブプムシでは長短型成虫は羽化場所を必

ず移動する(野里ﾔ)．本種の長効型成虫はどのよう=な行動を示すめか明らかでなしヽ．サルスベリマ

ダラアブラムシ成虫は羽化から死亡するまで飛翔筋を持っているが(野里6))√本種の短効型と長短

型成虫の飛翔筋がどうなっているか調べられていない．さらに，サルスベリマダラアブラムシ成虫

の産子数は高密度になるほど少な.くなり(野里6))レ多ぐのアブラみシ類の長辺型成虫の産子数は無

鏝型成虫より少ない場合が多い(例えば，河田8),十高岡?))．本種の場合は,＼短効型と長効型成虫の

産子数と幼虫期の密度との関係を明らかにする必要がある．そこで．短効型成虫と長短型成虫が産

子した幼虫を異なる密度で飼育して羽化してきた成虫について,ﾄその大きさ，移動率レ飢餓条件下

の寿命，日齢と飛翔筋の有無等の移動に関す右こ･とと産子数についで調べた結果を報告する．＼

･･.･.･　.･.　･･　　・..･.･.　　　　　･･　・材料及び方法　‥‥‥‥‥　‥‥‥‥　　　‥‥‥‥

し1.：グリマダタアブラ,ムシの発生消長･･．．．･．　　・・・　　・．･．．･･．･．･．・　･･　･．･　　　．･．．･．　　．･．　・

　　高知県南国市物部にある高知大学農学部構内に植えられていIるグリ（樹高約2 m)で1995年，19

　96牟, 1997年1 19面年及び19弱年の5:年向にわたつ七，本種の発生消長を調べたﾝ毎年５月上旬か

　ら12月下旬まで月３回（上旬，中旬，下旬），次のように本種の個体数を調べたレ各調査ごとに本

　種が発生している10葉を選び,し葉ごと/に発生している本種の短辺型成=虫,犬長短型成虫及び幼虫の合

＼計数を記録した．ト　　　　十　　　　　・　．．．･．・　　　．･　・　･．･･　．．・･･　．・　　　　　　．･

　２．羽化成虫の大きさに及ぼす幼虫密度の影響　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥j　　　　＞　＼　‥

　1999年９月に高知大学農学部構内のクリから本種の短辺型成虫と長短型成虫をそれぞれ30頭ずつ

採集しで，室内で次めような実験を行った．採集した両成虫はそ]れぞれ３容器に10頭ずつ入れ,∧予

コめ入れたクリの３葉の付いた小枝に約24時間産子/させたレ約24時間後に両成虫が産子したｉ齢幼虫

　をそれぞれ１葉当たり10レ20,犬30, 40及び50頭ずつ接種して成虫まで飼育した．成=虫になった時点

　で，各区20頭の体長を顕微鏡下で測定したト飼育は35℃±2℃√14L-10Dの日長下で行なった．

３．羽化後成虫の移動に及ぼす幼虫密度の影響・･．･･．・　．・　･･．　･．　・．　　　　　・・　．・　　．･．

　幼虫密度と成虫の移動どの関係を次のように調べたレ高知大学農学部構内のクリから採集した両

成虫を室内でクリ葉に24時間産子させたレ両成虫が産子した１齢幼虫をそれぞれ１葉当たり10, 20,

30, 40及び50頭ずつ接種して成虫になるまで飼育した．成虫になづた時点で，両成虫を親にした実

験区とも次のような/実験を行なって移動する成虫の割合を調べた．幼虫密度ことに,し飼育七た容器

に羽ｲﾋ１日前から新鮮な１葉の付いた小枝を幼虫を飼育していjる葉め周囲に2cm離して置いたこ羽

ｲ=ﾋした成虫が，その周囲に置いた新鮮な葉に移動七だ数を調べた.ﾄ実験は各区とも５回の繰り返し

を行ったレ実験は25で±2℃√14L-10DのＢ長下で行なうだ，‥‥‥‥　‥‥　‥‥　　　‥‥‥‥‥
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４．飢餓条件下の成虫寿命と幼虫密度との関係　　　　　∧　　　　　　　　　　　　づ　ト　　ノ

羽化後成虫を飢餓条件にした時の成虫寿命が幼虫密度と関係がある/か否かを次のように調ぺたレ

野外から採集七だ両成虫に約24時間産子させたト両成虫が産子した１齢幼虫をそれぞれ１葉当たり

↓0, 20, 30レ40及び50頭ずり接種して成虫になるまで飼育七たト全区と=も成虫にな=つた時,ト内面を

水で湿らした小型管ビン（内径12nmi,長さ６ｃｍ）に５頭ずつ入れ，毎日生存個体数を調べた．実験

は25℃±2'C, 14L-10Dの日長下で行なった.∧　　　　　/　　，　　‥‥‥‥‥‥‥

.5√羽化後成虫の飛翔筋の有無と幼虫密度との関係　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥　　　　　　‥‥

　羽化した成虫め飛翔筋（直接と間接の両方を含む）くの有無とそめ後の変化が幼虫密度の影響を受

けるかについて次のような実験を行なった．野外から採集した両成虫に約24時間産子させた．両成

虫が産子した１齢幼虫を１葉当たり10, 20, 30, 40及び50頭接種して成虫になるまで飼育した．全

区とも成虫になった日にまず解剖七で飛翔筋の有無を調べた／次に成虫になった日からｸﾀﾞﾘの葉で

飼育をして，５日後，10日後，15日後及び20日後にそれぞれ生存している成虫を解剖七で飛翔筋め

有無を調べた.,各区の１回の解剖数は10頭とした．実験は25℃±2℃, 14L-10Dの日長下で行

なった．　　十　　　ト　　＼　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　／　‥‥‥　‥‥‥‥　‥‥‥‥　　‥　‥‥

６．産子数に及ばす幼虫密度の影響･．･．･．･．･　．・　・･．･･．・　　　　･．　　・・　・・　　．‥　し

　羽化した成虫の産子数が幼虫密度の影響を受けてい/るかを次のような実験で調べた. 2000年９月

に野外から採集した両成虫を約24時間産子させたレ両成虫が産子した！齢幼虫を１葉当たり10に20，

30, 40及び50頭ずつ接種して，成虫になるまで飼育したご成虫になった時点て皇/各区ともio頭ずつ

用いて次のような実験を行なった．各区とも成虫１頭ずつ，新鮮な葉に接種して√死亡ずるまで産

子させた．毎日産子された幼虫は頭数を数えた後に葉から取り除いた√実験は25℃±2℃,し14L-

10Dの日長下で行ならた．　　　ト　　　　　　ト　　上　　っ　▽　十　　＼　　上　　し

　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　結　……果　　　　　　　　‥‥‥‥　　　‥　‥‥‥

１．クリ７ダラアブラムシの発生消長　　　　ニ　＼　　＼　　　∧　　　ト　十　〕

し1995年から５年間にわたって本種の発生量を調べた結果を各年の調査日ごとに葉当たり個体数を

算出し,∧その値を年平均にした値をＦ１１↓に示す．本種めその年め初期発郵よ早い年は５月中句，

遅い年は６月上旬で，年によって異なっていた．従って√本種は５月:中毎から６月上旬に発生が始

まる．その後個体数は増加を続け，７月中旬にはかごなりの発生数になるレその後も発生数は多いが，

時々個体数が減少するのが観察されたレこの時期に本種のレコロニー近くでビメカメ<ノコテントウ

ＰｒｏｐｖｌａｅａｊａｐｏＴｉｉｃａ(Thunberg),ナナホシテントしウＣｏ直加伽ｓφ£empunctata brucki Mulsant,

ナミテントウ召αΓmonia aび涜陶工(ＰＡＬＬ人s)，ダノンダラテニントウレＧｈｅｉｌｏｍｅｎｅｓ∧sexmac�ａ£α

(Ｆ八BRICIUS)が観察された．又こめ時期に台風や低気圧の接近によしる)強風が吹く日｀があづた.

10月中旬から個体数は減少をしていきに11月中旬から産卵雌や雄の出現が見られるにようになり，そ

れらの個体数は時間が経過するにつれて多くなったレ12月になると成虫は産卵雌と雄だけになうて，

産子がないめで総個体数が減少するよしうになり，12月下旬には落葉とともに発生が終了した.ト

2.∧羽化成虫の大きさごに及ぼす幼虫密度の影響　・･．　・．･･．　　･ヶ　　　　……………万………　……

∧Fig. 2に羽化成虫の大きさに及ぼす幼虫密度の影響を調べた結果を示す.∧異なる幼虫密度から羽

化した短短型成虫の大きさは，10頭区から40頭区にかけて密度が高くなるほど小さぐなる傾向を示
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なお，10頭区では低密度のため長短型は出現しなかった．実験に用いた幼虫の親の辺型が体長に影

響するごとはなかったレ　　　　　　エ　　.･　･･..･･･.･.　･･.･･　　..･･　　.･･　　　　　　　　　.・.
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３。羽化後成虫の移動に及ぼす幼虫密度の影響しトト　し　レニ　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥万　……

ニ羽化後め成虫が羽化場所から移動するかを=j幼虫密度とのﾀﾞ関係で調べた結果をFig. 3ダに示すレ羽

化した短短型成虫こは!O頭区では羽化場所から離れるごとなぐ産子する行動が見られたレ20頭区では

大部分の個体は羽化場所で産子したが，一部の個体（約５％）=は隣の新鮮な葉に移動したト30頭区
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では移動する個体が増え，40頭区でさら:Iに移動個体が多くなった.＼羽化した長辺型成虫は,＼20頭区

ではわずかな個体しか移動しなかったが√30頭区から50頭区にかけてこは密度が高ぐなるほど移動す

る個体が多かった．長廸型成虫は高密度になるほど短短型成虫より/移動する傾向が強かった．なお,∧

各区の羽化直後の個体はしばらく＼行動せずにじっどしていることが観察されにそれは１日以内であ９し

た．こ(わ時をテネラル期と判断されたL又各区の羽=化直後成虫を新鮮な葉に↓頭ずつ接種すると,十

すべての個体は移動することなく産子を姶めた.六親の短型が移動に影響するこ＼どはなかった.

4レ飢餓条件下の成虫寿命と幼虫密度との関係　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　¬　．　　　　　　　　　．羽化した成虫＼を飢餓条件下においてその寿命を幼虫密艮との関係で調べた結果をjFiだ.4に示す．

羽化した短建型成虫め飢餓条件下の生存日数は飼育密度によって差は見られず２日前後であった．

羽化した長短型成虫の飢餓条件下の生存日数はレ密度が高くなるほど長命になる傾向を示すが√しい

ずれの値も２日から３,日の間なので差があるとは判断でき＼なからだレ親の掻型が飢餓条件下の生存

日数に影響することはなかったレ　　　　　　　　　…………＼‥‥‥‥‥‥　‥‥　　１

５．羽化後成虫の飛翔筋の有無と幼虫密度とめ関係ダ　　．．･．．･･　　　　　．・　　　・・

レ羽化した直後の成虫とその後の日齢ごとの成虫につ:いで飛翔筋を持つ個体の割合と幼虫密度との

関係をFig.5に示した√羽化した諏短型成虫-は飼育密度と関係なyく全個体に飛翔筋ぱ見られなかっ
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た．その後も飛翔筋が観察されることはなかった．羽化直後の長辺型成虫は幼虫密度とは関係なく

すべてjの個体が飛翔筋を持っていた．その後もﾄ5ユ日間隔で解剖七て調べたが幼虫密度に関係なく，

死亡するまで全個体が飛翔筋を持っていたL親の佃型が飛翔筋の有無に影響するごとはなかった．

６．産子数に及ぱす幼虫密度の影響‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥

　羽化した成虫を１頭ずつ飼育して死亡するまでの産子数の過程を幼虫密度ごとに調べた結果を

Fig. 6, Fig. 7に示す．羽化した短郷型成虫では各区とも羽化1ﾉ日丿目から牽子する個体と２日目か

ら産子する個体が見られた．従って，産子前期間は短く１日以内であった√各区とも2EI目から10

日ごろまでは産子数が次第に多くなっていぐが，それ以後はゆるやかに少なくな:つた(Fig. 6 )ニ

羽化した長短型成虫の産子過程は短短型成虫のそれと圃戻同じであった(Fig. 7こ)／親の短型が産

子過程に影響すゐことはなかっ/たレ羽化成虫のj総産子数を幼虫密度ごﾉとに調べた結果をFig. 8に

示す．羽化した短短型成虫と長短型成虫の総産子数は飼育密度が多ぐなるほど減少する傾向を示し

たが，いずれの場合も親個体の総産子数のばらつきが大きく有意な差は認めちれなかうた．短短型
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成虫の総産子数を長短型成虫の値と比較すると同密度では差が認め:らレれなかったト親の超型が総産

子数に影響することはな,かった。……………万……………〉＼……:…………:‥‥‥‥:　　　　　　　……

＼　　犬　　　　　　……　……　考･　∧察▽ト‥‥‥‥　‥‥･.‥‥‥　　　‥

　クリマダラアブラムシは春から秋にかけTで発生すると言われているﾀﾞ(猪崎",･ ?可田/2/りが，具体

的な資料は示されていない．今回５年間ﾚにわたづて調べた結果レ5月かち11月‥までかなりの発生が

見られることが示された(Fig. 1 )トこのように夏斯4こ個体数が多いの.はサルスベリマダラアブラ

ムシと同じで(野里e,)√野菜に発生するアブラムシ(?)多yくの種が春と秋に発生量が多いこと(例

えば,∧田中1o))トとは明らかに異なる／こめ繁殖期間にしばしば個体数が減少するIことが見ちれる

(Fig. 1 ).これはヒメカメノカテンドノウ√ナナホシテドトレウレナミ元ントヴ及びダンダプデントウ

の発生が見られたので,つこれらテントウムシの捕食による結果と時々強風が吹いたことが影響七て

いるものjと思われるよ本種は葉当たり個体数がある程度多くなると長短型が出現するので(野里叫．

この繁殖期間に移動が生じてい.ると考えられる．そしで移動先で新しいコロ二こが形成されるもの

と考えられるが，こめ移動と繁殖についてはこれまで調べれれて(い/ない４･･．　．．･．　．･．　　　　･･．　．･.

　アブラムシ類では高密度で出現した有短型成虫は体が小さ=くよく移動するという説がある(例え

ば√KiDD and Cleaveが1)仁木種は高密度になるほど長辺型が多ぐ出現するので(野里ヤ)√生息密

度によづて羽化成虫の大きさが異なることが予想され，それは移動と産子数に関係があると考えら

れる．実験の結果，高密度になると短辺型成虫ど長短型成虫ﾉともに休め大きさが小さ

認やられた(Fig. 2).∇こ/の結果はサルスベリマダラアブラムシと伺じであるて野里郷).しこのこと

は移動と産子数に幼虫密度が関係していることを示唆している．　‥　　　　　レ　………

そこで,ご各密度から羽化した短短型成虫と長短型成虫が移動するかを調べたところ，両成虫ども

密度が高くなるほど移動する個体が多く．特に長短型成虫ヤ顕著であﾉらた(Fig. 3).このこと:は，

本種は葉当たり個体数が多くなるjほど羽化成虫がその葉かjら移動す名個体が多ぐなることを示して

いる．ただ，無短型と長短型が出現ずる種(第４型)では長辺型は羽化場所を必ず離れる(野里7))

のに対し，木種の長短型成虫は比較的低密度の時は移動せず√密度が高ぐなるにつれて次第に移動

個体が多くなるだけで，同じ長知型でも羽化後め移動忙ついては明らかに異なるレこめ結果は，サ

ルスベリマダラアブラムシ成虫と同じであるが(野里6/))に本種の場合は移動の少ない短短型成虫が
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存在する．外国産アブラムシで低密度の時は短効型が出現し，高丿密度になると長辺型成虫が多くな

る種jとしてＤｒｅｐａｎｏｓｉｐｈｕｍ,diｘｏれi HiLLE Ris Ｌ芦田Ｅ臨が知られでいる十(Dlｘｏｙ2))がこ,上密度と移

動との関係については調べられていない．　‥　‥‥‥‥‥‥　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥　‥‥

＼アブラムシ類では有短型は無鎧型より飢餓に強く/,ニ風に流されて比較的長期間仁わたうで摂食な

七で生存でき移動先で繁殖ｻﾞごきると言われでいる/(野里≒野田ﾂ)ﾉ.＼本種め今回の実験の結果,∧高

密度になるほど多少短命になる傾向を示したが，差は認められず全区とも約2＼日間の短命であった

(Figト4)レごの結果は，サルスベリマダラアブラムジ成虫の値と則口で(野里,))√ワタアブラム

シの値よ＼り短命であっだ(野里").このことから，本種は飢餓条件に比較的弱いこと:が明らかに

　　　　　　　　●　１　　　　　●　　　　　・　・　　　　●，・　　　・　　Ｉ　　　　　．．■■　■■　　　■　■なりに成虫は移動分散には適七ているとは考えられず，特に風による長期間の移動には不適である

と判･断される．エ六丿　　　プ　　犬　　　　　‥‥‥　‥万．．．･．　･･．．・　　　・．　･･．･･　　　・･．．．　･･　．：

アブラムシ類では羽化後数日で飛翔筋が分解する種と飛翔筋を死亡するまで保有している種が知

られている' (DiXON et aiポ', JOHSC 寸ト辻･ｊ

種と常に移動でき:る種がいることを示しているト本種の長短型成虫についての今回め実験結果では

全区とも全個体が死亡するまで飛翔筋は保有七てい力(Fig. 5).十との結果は:，本種の長短型成虫

は常に移動できることを示七ていて．サルスベリマダラアブラみシ成虫と同＼じ/である(野里6)).

外国産アブラムシで長辺型だけが出現するDrepanosφhum platdnoidesか飛翔筋:は分解しないこ

とが知られているし(DiXON et al.町 Ｈ人ine"')レ一方,上本種の短短型成虫は羽化時から死亡するま

で飛翔筋は認められなかったてFig. 5水短短型成虫ダ)飛翔筋がない/ことは外国産アブラムシi)･

ぷxoni (Dixon'")や他のアブラムシの無慾型(辻・河田16) ^と同じであることが明らかになった／

このこどは．短辺型成虫は短を持づているが生理的に無効型成虫に近いごとを示している．……

　アブラムシ成虫の前産子期間にづいては有短型成虫と無題型成虫で差がある種づ(河田8))と差が

認められない種(野里門があるレ本種の舞短型と長辺型成虫にづいての今回め実験では羽化後Ｔ

日目Iから産子する個体と２日目から産子する個体があり，前産子期間は短かうた(Fig. 6①こめ結

果はサルスベリマダラアブヴムシと同じで(野里9),:羽化後すぐに産子に入ることが可能で，移動

する必要がないことを示しでいるレ外国産アブラムシ=ｐ.六戸atanoidesではずくｊご産子する個体も＼

いるが数日の前産子期間ﾉを示す個体も知られている(ＤＩＸＯＸ１９)).本種の短短型ど長辺型成虫大の１

雌当たり総産子数は飼育密度が高くなるにつれて減少する傾向を示したが統計的に有意差は見られ

なかった(Fig. 8 ).高密度に泰志ほど総産子数が減少する現象は成虫の大き脊(Ｆ址.2=)ニが影響し

ているjものと思われるレこのような結果はサルスペリマダラアプラムシと同じである(野恕))．短

辺型成虫と長短型成虫の総産子数を比較するとご密度が同一じなら差は認められなかった(Fig. 8).

ただし，低密度の短短型成虫め総産子数は高密度の長辺型成虫の値よ尚り＼多いことが考えられる．外

国産アブラムシフ2).diｘｏｎｉでは産子10日目まIIでの総産子数は短短型成虫の値が長短型成虫,の値よ

り多い(DiXON ').∧親の短型が幼虫の性質に影響する,かを調べるために，室内実験のすべでで短

＼辺型成虫親と長短型成虫親を用いた．その結果は全実験で親の辺型の影響ぱ認められなかった.ﾉこ

のことは,･産子された幼虫は親の影響は受けていないことを示していか十六　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥

ダ　以上のことから，本種長辺型成虫は飛翔筋を保有し七いるもＱの羽化後積極的に移動する性質は

持つ七いないと考えられる．また本種短慾型成虫も他めアブラムシに出現する無短型成虫とｻﾞ同様な

行動をするものと考支られる，ただ,＼葉当たり個体数が多くなってくると，羽化成虫は移動する個

体が多くなるものと思われる．その後の成虫も葉当たり個体数が多くなると羽化成虫と同様に常に

移動するも,のと推測される．これら¨の結果から本種成虫め羽化後の行動はテネラル期と飛翔こ･ｹﾞ産子

斯め２期説になる．第１型のサルスベリマダラアブラムシと同じである(野里6))．第４型のワタア

ブラムシが３期説(テ.ネラル期√飛翔，産子期．定着期=)∧を示すこと(野里勺とは明らかに異な
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る．外国産アブラムシD. pla£anoidesも２期説と考えjられている(DiXON et aL叫, Haine"',□

Dlｘ(�1)).これらのことから√鏝型の第１型成虫と第２型の長短型成虫の羽化後の行動は２期説

を示す種が多いことが示唆される，　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　：

　　　=･･‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　摘＝　　要　尚………＼‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　　　　　■ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　●　　　　ｉ　．　　　　●　　　Ｉ　　Ｉ　　　　　Ｉ-　・

クリマダラアブラムシはクリの害虫で,:成虫は短辺型と長蝉型の両型がいる. 1995年から2000年

に√本種の暖地における発生消長と室内において両成虫の大きさ／両成虫の移動率，飢餓条件下の

両成虫の寿命，両成虫の飛翔筋の有無及び両成虫の産子数に及ぼす幼虫密度の影響を調べたし本種

は春から秋にクリに多く発生することが明らかになり,しこの期間に移動と繁殖が行われると思われ

た.l幼虫密度が高い時の両成虫のサイズは小さかった．羽化した両成虫は密度が低い時は産子する

傾向があるが，密度が高くなると両成虫とも明らかに移動する傾向を示した．羽化直後の両成虫の

飢餓条件下の寿命と幼虫密度との間には差は見られなかっjたレ密度に関係なく羽化直後め長辺型成

虫は飛翔筋を持¨づており√それは死亡するまで分解しなかうた√短短型成虫は飛翔筋を持りていな

かった．両成虫とも羽化後１二２日目までには産子し,△２日力ヽらiO日までの産子数が多からか．幼

虫密度が高ぐなるほど両成虫の総産子数は減少す乙傾向を示七たが，統計的に有意差は見られなかっ

た．本種長短型成虫の羽化後の行動パターンは２期（テネラル期，飛翔･産子期）に分けられた．

両建型の親から生まれた個体間で移動と産子数に差はなかった.‥　　　　　　犬　　　‥‥　‥

キーワード：クリマダラアブラムシ,ﾉ短辺型・長短型の移動と産子数√幼･虫密度の影響犬　ノ
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